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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】配管支持金物の連結ボルトが緩んでも配管支持

金物の落下を防止する落下防止機能を備えた配管支持具

を提供する。

【解決手段】配管クリップ２０に把持部２２と係止部と

連結片２３とを設ける。連結固定具３０に、連結ボルト

３１と連結ナット３２とを設ける。連結ボルト３１に貫

通孔を設ける。貫通孔を貫通する落下防止用ワイヤー３

３を設ける。落下防止用ワイヤー３３の端部相互をワイ

ヤー連結具３４にて連結する。配管クリップ２０とチャ

ンネル材１０とを落下防止用ワイヤー３３でループ状に

繋ぐように構成する。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 コ ン ク リ ー ト 躯 体 に 固 定 さ れ た チ ャ ン ネ ル 材 に 、 配 管 ク リ ッ プ と 連 結 固 定 具 と で 配 管 を

固 定 す る 配 管 支 持 具 で あ っ て 、 前 記 配 管 ク リ ッ プ は 、 配 管 の 側 面 を 両 側 か ら 把 持 す る 一 対

の 把 持 部 と 、 各 把 持 部 の 一 端 部 か ら 延 長 さ れ チ ャ ン ネ ル 材 の リ ッ プ 部 に 係 止 す る 係 止 部 と

、 各 把 持 部 の 他 端 部 か ら 屈 曲 延 長 さ れ 相 対 向 す る 連 結 片 と を 備 え 、 前 記 連 結 固 定 具 は 、 各

連 結 片 に 開 穿 し た 貫 通 孔 を 貫 通 す る 連 結 ボ ル ト と 、 該 連 結 ボ ル ト に ネ ジ 止 め す る 連 結 ナ ッ

ト と 、 連 結 ボ ル ト の 軸 芯 部 を 貫 通 し た 貫 通 孔 に 挿 入 す る 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー と 、 該 落 下 防

止 用 ワ イ ヤ ー の 端 部 相 互 を 連 結 し て 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー を ル ー プ 状 に す る ワ イ ヤ ー 連 結 具

と を 備 え 、 該 ル ー プ 状 の 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー で 、 配 管 ク リ ッ プ を チ ャ ン ネ ル 材 又 は 配 管 の

い ず れ か 一 方 若 し く は 両 方 に 繋 ぐ よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 落 下 防 止 機 能 を 備 え た

配 管 支 持 具 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 チ ャ ン ネ ル 材 は リ ッ プ 溝 型 鋼 に て 形 成 さ れ 、 前 記 係 止 部 を 係 止 す る リ ッ プ 部 と 、 前

記 チ ャ ン ネ ル 材 の 側 面 に 開 穿 さ れ た 連 結 孔 と 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 躯 体 に 接 触 す る 面 に 開 穿

さ れ た 固 定 孔 と を 備 え 、 該 チ ャ ン ネ ル 材 の 連 結 孔 に 前 記 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー を 通 し て 前 記

配 管 ク リ ッ プ を 繋 ぐ よ う に 構 成 し た 請 求 項 １ 記 載 の 落 下 防 止 機 能 を 備 え た 配 管 支 持 具 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 ワ イ ヤ ー 連 結 具 は 、 前 記 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー の 両 端 部 を 挿 入 す る 挿 入 口 と 、 該 挿 入

口 内 に 挿 入 さ れ た 各 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー の 側 面 を 圧 着 す る 圧 着 部 と を 備 え た 請 求 項 １ 記 載

の 落 下 防 止 機 能 を 備 え た 配 管 支 持 具 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 チ ャ ン ネ ル 材 に 前 記 配 管 ク リ ッ プ を 複 数 個 連 設 し た と き に 、 前 記 連 結 片 に 連 結 し た

前 記 連 結 ボ ル ト が 直 線 状 に 配 置 さ れ る と 共 に 、 各 連 結 ボ ル ト の 各 貫 通 孔 が 直 線 状 に 並 ぶ よ

う に 設 け ら れ 、 複 数 の 貫 通 孔 を 直 線 状 に 挿 通 し た 前 記 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー に て 、 連 設 し た

複 数 の 配 管 ク リ ッ プ を 同 時 に 繋 ぐ よ う に 構 成 し た 請 求 項 １ 記 載 の 落 下 防 止 機 能 を 備 え た 配

管 支 持 具 。

【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 考 案 は 、 例 え ば 高 架 道 路 等 の 橋 桁 下 面 や 側 面 等 に 設 置 さ れ た 配 管 支 持 金 物 の 落 下 を 防

止 す る こ と が 可 能 な 落 下 防 止 機 能 を 備 え た 配 管 支 持 具 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 高 架 道 路 な ど で 電 源 ケ ー ブ ル 等 を 配 線 す る 際 に 橋 桁 下 面 に 配 管 を 設 置 す る 工 事 が あ る 。

例 え ば 、 高 速 道 路 に 設 置 さ れ る 料 金 所 等 の 施 設 に 必 要 な 電 源 ケ ー ブ ル を 配 線 す る 場 合 、 コ

ン ク リ ー ト 躯 体 に イ ン サ ー ト や ア ン カ ー ボ ル ト で 直 接 固 定 し た チ ャ ン ネ ル 材 に 配 管 ク リ ッ

プ を 固 定 し 、 こ の 配 管 ク リ ッ プ に 電 線 管 を 連 結 す る 配 線 工 事 が 行 わ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 一 方 、 特 許 文 献 １ に 、 高 架 道 路 等 の 高 欄 の 外 側 面 を 覆 う 外 装 パ ネ ル の 落 下 を 防 止 す る 落

下 防 止 構 造 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 落 下 防 止 構 造 は 、 道 路 両 側 の 高 欄 の 外 側 面 に 固 定 さ れ

た 柱 の 外 面 上 下 に 、 複 数 の 外 装 パ ネ ル が ボ ル ト で 締 結 固 定 し て あ る こ と を 前 提 と し た も の

で 、 各 外 装 パ ネ ル に ワ イ ヤ ー 連 結 具 を 固 定 し 、 こ の ワ イ ヤ ー 連 結 具 で 各 外 装 パ ネ ル を 数 珠

繋 ぎ 状 に 一 体 化 す る こ と に よ り 、 外 装 パ ネ ル の 落 下 を 防 止 す る と い う も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 高 所 作 業 に お い て ボ ル ト ま た は ナ ッ ト の 落 下 を 防 止 す る た め の

落 下 防 止 具 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 落 下 防 止 具 は 、 ボ ル ト を ネ ジ 止 め し た 状 態 の ナ ッ ト を

保 持 す る 保 持 具 と 、 こ の 保 持 具 を 収 納 保 持 す る 略 円 筒 形 状 の キ ャ ッ プ 具 と を 備 え た も の で

、 こ の 保 持 具 を キ ャ ッ プ 具 に 収 納 し た 状 態 で 、 こ れ ら 保 持 具 と キ ャ ッ プ 具 と を 紐 状 の 連 結

具 で 連 結 し た も の で あ る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 鉄 塔 等 の 組 立 作 業 や 補 修 作 業 な ど の よ
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う に 、 比 較 的 高 所 で 作 業 す る 場 合 で も 、 ボ ル ト や ナ ッ ト 等 の 資 材 の 落 下 を 防 止 す る と い う

も の で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ８ ７ ５ ５ １ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ５ ３ １ ２ ５ ０ ９ 号 公 報

【 考 案 の 概 要 】

【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 高 架 道 路 の 橋 桁 下 面 等 に 配 管 を 支 持 す る 工 事 で は 、 橋 桁 を 構 成 す る コ ン ク リ ー ト 躯 体 に

イ ン サ ー ト や ア ン カ ー ボ ル ト で リ ッ プ 溝 形 鋼 の チ ャ ン ネ ル 材 を 直 接 固 定 す る 。 そ し て 、 こ

の チ ャ ン ネ ル 材 に 配 管 ク リ ッ プ を 装 着 し て 電 線 管 を 連 結 す る 工 事 が 行 わ れ て い る 。 こ の 配

管 ク リ ッ プ は 、 配 管 の 両 側 面 を 把 持 す る 一 対 の 部 材 で 、 チ ャ ン ネ ル 材 の リ ッ プ 部 に 係 止 す

る 係 止 部 と 、 配 管 を 把 持 す る 湾 曲 し た 把 持 部 と 、 把 持 部 相 互 の 先 端 部 に 設 け ら れ た 連 結 部

相 互 を ね じ 止 め す る 連 結 ネ ジ と を 備 え た も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 と こ ろ が 、 こ の 連 結 ネ ジ が 緩 む と 、 配 管 ク リ ッ プ や 連 結 ネ ジ が チ ャ ン ネ ル 材 か ら 外 れ て

落 下 す る 虞 が あ っ た 。 す な わ ち 、 配 管 ク リ ッ プ は 、 橋 桁 を 構 成 す る コ ン ク リ ー ト 躯 体 の 下

面 に 直 接 固 定 し た チ ャ ン ネ ル 材 に 下 向 き に 装 着 さ れ て い る の で 、 把 持 部 の 先 端 部 を 連 結 し

て い る 連 結 ネ ジ が 緩 む と 、 チ ャ ン ネ ル 材 の リ ッ プ 部 に 係 止 し て い る 係 止 部 が 外 れ て 配 管 ク

リ ッ プ が 連 結 ネ ジ と 共 に 落 下 す る 構 成 に な っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 高 架 道 路 の 下 に は 、 道 路 や 駐 車 場 、 ス ポ ー ツ 施 設 な ど 、 土 地 を 有 効 利 用 す る 施 設 が 設 け

ら れ て い る こ と も 多 く 、 こ れ ら 配 管 ク リ ッ プ や 連 結 ネ ジ 等 の 落 下 に よ っ て 不 測 の 事 態 が 生

じ る 危 険 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 一 方 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 落 下 防 止 構 造 は 、 高 架 道 路 等 の 高 欄 の 外 側 面 を 覆 う

外 装 パ ネ ル の 落 下 を 防 止 す る 構 造 で あ り 、 高 架 道 路 の 橋 桁 等 に 配 管 を 支 持 し て い る 配 管 ク

リ ッ プ や 連 結 ネ ジ 等 の 落 下 を 防 止 す る こ と は で き な い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ て い る 落 下 防 止 具 は 、 高 所 作 業 に お け る 特 殊 な ボ ル ト ま た

は ナ ッ ト の 落 下 を 防 止 す る こ と は 可 能 で も 、 高 架 道 路 の 橋 桁 に 配 管 を 支 持 す る 際 に 使 用 す

る こ と は 不 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 そ こ で 本 考 案 は 上 述 の 課 題 を 解 消 す べ く 創 出 さ れ た も の で 、 高 架 道 路 等 で 橋 桁 下 面 や 側

面 に 設 置 さ れ る 配 管 ク リ ッ プ の 連 結 ネ ジ が 緩 ん だ と し て も 配 管 ク リ ッ プ や 連 結 ネ ジ の 落 下

を 防 止 す る こ と が で き る 落 下 防 止 機 能 を 備 え た 配 管 支 持 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 考 案 の 第 １ の 手 段 は 、 コ ン ク リ ー ト 躯 体 Ｐ に 固 定 さ れ

た チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ に 、 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ と 連 結 固 定 具 ３ ０ と で 配 管 Ｑ を 固 定 す る 配 管 支

持 具 で あ っ て 、 前 記 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ は 、 配 管 Ｑ の 側 面 を 両 側 か ら 把 持 す る 一 対 の 把 持 部

２ ２ と 、 各 把 持 部 ２ ２ の 一 端 部 か ら 延 長 さ れ チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ の リ ッ プ 部 １ １ に 係 止 す る

係 止 部 ２ １ と 、 各 把 持 部 ２ ２ の 他 端 部 か ら 屈 曲 延 長 さ れ 相 対 向 す る 連 結 片 ２ ３ と を 備 え 、

前 記 連 結 固 定 具 ３ ０ は 、 各 連 結 片 ２ ３ に 開 穿 し た 貫 通 孔 ２ ３ Ａ を 貫 通 す る 連 結 ボ ル ト ３ １

と 、 該 連 結 ボ ル ト ３ １ に ネ ジ 止 め す る 連 結 ナ ッ ト ３ ２ と 、 連 結 ボ ル ト ３ １ の 軸 芯 部 を 貫 通

し た 貫 通 孔 ３ １ Ａ に 挿 入 す る 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ と 、 該 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ の 端

部 相 互 を 連 結 し て 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ を ル ー プ 状 に す る ワ イ ヤ ー 連 結 具 ３ ４ と を 備 え

、 該 ル ー プ 状 の 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ で 、 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ を チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ 又 は 配
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管 Ｑ の い ず れ か 一 方 若 し く は 両 方 に 繋 ぐ よ う に 構 成 し た こ と に あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 第 ２ の 手 段 に お い て 、 前 記 チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ は リ ッ プ 溝 型 鋼 に て 形 成 さ れ 、 前 記 配 管 ク

リ ッ プ ２ ０ の 係 止 部 ２ １ を 係 止 す る リ ッ プ 部 １ １ と 、 前 記 チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ の 側 面 に 開 穿

さ れ た 連 結 孔 １ ２ と 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 躯 体 Ｐ に 接 触 す る 面 に 開 穿 さ れ た 固 定 孔 １ ３ と を

備 え 、 該 チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ の 連 結 孔 １ ２ に 前 記 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ を 通 し て 前 記 配 管

ク リ ッ プ ２ ０ を 繋 ぐ よ う に 構 成 し て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 第 ３ の 手 段 に お い て 、 前 記 ワ イ ヤ ー 連 結 具 ３ ４ は 、 前 記 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ の 両 端

部 を 挿 入 す る 挿 入 口 ３ ４ Ａ と 、 該 挿 入 口 ３ ４ Ａ 内 に 挿 入 さ れ た 各 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３

の 側 面 を 圧 着 す る 圧 着 部 ３ ４ Ｂ と を 備 え た も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 第 ４ の 手 段 は 、 前 記 チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ に 前 記 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ を 複 数 個 連 設 し た と き に

、 前 記 連 結 片 ２ ３ に 連 結 し た 前 記 連 結 ボ ル ト ３ １ が 直 線 状 に 配 置 さ れ る と 共 に 、 各 連 結 ボ

ル ト ３ １ の 各 貫 通 孔 ３ １ Ａ が 直 線 状 に 並 ぶ よ う に 設 け ら れ 、 複 数 の 貫 通 孔 ３ １ Ａ を 直 線 状

に 挿 通 し た 前 記 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ に て 、 複 数 の 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ を 同 時 に 繋 ぐ よ う

に 構 成 し て い る 。

【 考 案 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 考 案 の 請 求 項 １ の よ う に 、 ル ー プ 状 の 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ で 、 配 管 ク リ ッ プ ２ ０

を チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ 又 は 配 管 Ｑ の い ず れ か 一 方 若 し く は 両 方 に 繋 ぐ よ う に 構 成 し た こ と に

よ り 、 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ を 固 定 し て い る 連 結 ボ ル ト ３ １ の 連 結 ナ ッ ト ３ ２ が 緩 ん だ と し て

も 、 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ が 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ を 繋 ぎ 止 め る の で 、 配 管 部 材 の 落 下 を 確

実 に 防 止 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 高 架 道 路 の 下 に 設 け ら れ て い る 道 路 や 駐 車 場 、 ス

ポ ー ツ 施 設 な ど を 安 全 に 使 用 す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 コ ン ク リ ー ト 躯 体 Ｐ か ら チ ャ

ン ネ ル 材 １ ０ が 落 下 す る よ う な 場 合 で も 、 チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ に 固 定 し て い る 配 管 Ｑ が 支 え

と な っ て チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ や 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ の 落 下 を 防 止 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 請 求 項 ２ に 記 載 の チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ に よ る と 、 予 め チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ に 形 成 さ れ た 連 結

孔 １ ２ に 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ を 通 し て 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ を 繋 ぐ の で 、 落 下 防 止 用 ワ イ

ヤ ー ３ ３ の 装 着 作 業 が 極 め て 容 易 に な る 。 し た が っ て 、 高 架 道 路 の よ う な 高 所 で の 作 業 を

安 全 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 請 求 項 ３ の ご と く 、 ワ イ ヤ ー 連 結 具 ３ ４ は 、 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ の 両 端 部 を 挿 入 す

る 挿 入 口 ３ ４ Ａ と 、 該 挿 入 口 ３ ４ Ａ 内 に 挿 入 さ れ た 各 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ の 側 面 を 圧

着 す る 圧 着 部 ３ ４ Ｂ と を 備 え て い る の で 、 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ を 簡 単 に ル ー プ 状 に 繋

ぐ こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 ワ イ ヤ ー 端 部 を 接 続 す る 作 業 に 不 慣 れ な 作 業 で も 簡 単 に 接 続

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 請 求 項 ４ の よ う に 、 チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ に 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ を 複 数 個 連 設 し た と き に 、 連

結 片 ２ ３ に 連 結 し た 連 結 ボ ル ト ３ １ が 直 線 状 に 配 置 さ れ る と 共 に 、 各 連 結 ボ ル ト ３ １ の 各

貫 通 孔 ３ １ Ａ が 直 線 状 に 並 ぶ よ う に 設 け ら れ 、 複 数 の 貫 通 孔 ３ １ Ａ を 直 線 状 に 挿 通 し た 落

下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ に て 、 複 数 の 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ を 同 時 に 繋 ぐ よ う に 構 成 し て い る の

で 、 作 業 者 は 、 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ の 数 が 多 く な っ て も １ 本 の 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ を 使

用 し て 簡 単 に 繋 げ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 多 数 の 配 管 Ｑ を 固 定 し て い る 配 管 ク リ ッ

プ ２ ０ で も 、 ひ と ま と め に し て 落 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 こ の よ う に 、 本 考 案 に よ る と 、 高 架 道 路 等 で 橋 桁 下 面 に 設 置 さ れ る 配 管 ク リ ッ プ の 連 結

ネ ジ が 緩 ん だ と し て も 配 管 ク リ ッ プ の 落 下 を 防 止 す る こ と が で き る な ど と い っ た 当 初 の 目

的 を 達 成 し た も の で あ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ １ 】

【 図 １ 】 本 考 案 の 使 用 状 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 考 案 の 使 用 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 考 案 の 連 結 固 定 具 の 一 実 施 例 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 考 案 の チ ャ ン ネ ル 材 の 一 実 施 例 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 考 案 の ワ イ ヤ ー 接 続 具 の 一 実 施 例 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 本 考 案 の ワ イ ヤ ー 接 続 具 の 他 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 本 考 案 の 使 用 例 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る 。

【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 考 案 を 実 施 す る た め の 一 形 態 を 説 明 す る 。 本 考 案 支 持 金 物 は 、

コ ン ク リ ー ト 躯 体 に 固 定 さ れ る チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ に 、 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ と 連 結 固 定 具 ３ ０

と で 配 管 Ｑ を 固 定 す る も の で あ る （ 図 １ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ は 、 リ ッ プ 溝 型 鋼 に て 形 成 さ れ た も の で 、 開 口 部 内 側 に リ ッ プ 部 １ １

を 設 け た 部 材 で あ る （ 図 ４ 参 照 ） 。 こ の チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ の 側 面 に 予 め 複 数 の 連 結 孔 １ ２

を 開 穿 し て 後 述 す る 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ を 挿 通 で き る よ う に 構 成 し て い る 。 更 に 、 チ

ャ ン ネ ル 材 １ ０ の コ ン ク リ ー ト 躯 体 に 接 触 す る 面 に は 、 固 定 孔 １ ３ が 開 穿 さ れ て い る 。 そ

し て 、 チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ を 固 定 す る 固 定 ボ ル ト ４ ０ は 、 こ の 固 定 孔 １ ３ を 通 し て コ ン ク リ

ー ト 躯 体 内 の イ ン サ ー ト や ア ン カ ー に 固 定 す る も の で あ る （ 図 １ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ は 、 配 管 Ｑ の 側 面 を 両 側 か ら 把 持 す る 一 対 の 把 持 部 ２ ２ を 備 え た 部 材

で あ る （ 図 １ 参 照 ） 。 図 示 の 把 持 部 ２ ２ は 、 配 管 Ｑ の 側 面 を 囲 む 湾 曲 し た 帯 板 状 を 成 し て

い る 。 こ の 把 持 部 ２ ２ の 一 端 部 か ら 係 止 部 ２ １ が 延 長 さ れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 こ の 係 止

部 ２ １ は 、 チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ の リ ッ プ 部 １ １ に 係 止 す る 鉤 形 状 を 成 し て い る 。 更 に 、 把 持

部 ２ ２ の 他 端 部 か ら 相 対 向 す る よ う に 連 結 片 ２ ３ が 屈 曲 延 長 さ れ て い る （ 図 ３ 参 照 ） 。 こ

の 連 結 片 ２ ３ に は 貫 通 孔 ２ ３ Ａ が 開 穿 さ れ て お り 、 後 述 す る 連 結 ボ ル ト ３ １ を 挿 通 す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 連 結 固 定 具 ３ ０ は 、 連 結 ボ ル ト ３ １ 、 連 結 ナ ッ ト ３ ２ 、 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ 、 ワ イ

ヤ ー 連 結 具 ３ ４ を 備 え た も の で あ る （ 図 １ 参 照 ） 。 連 結 ボ ル ト ３ １ は 、 連 結 片 ２ ３ の 貫 通

孔 ２ ３ Ａ を 貫 通 し て 連 結 ナ ッ ト ３ ２ に ネ ジ 止 め す る ネ ジ 状 部 材 で あ る （ 図 ３ 参 照 ） 。 こ の

連 結 ボ ル ト ３ １ に は 、 軸 芯 部 を 貫 通 す る 貫 通 孔 ３ １ Ａ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 貫 通 孔 ３ １

Ａ に 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ を 挿 通 す る 。 図 示 の 連 結 ナ ッ ト ３ ２ は 、 ダ ブ ル ナ ッ ト を 使 用

し て い る 。 す な わ ち 、 固 定 ナ ッ ト ３ ２ Ａ と 、 緩 止 ナ ッ ト ３ ２ Ｂ と の 当 接 面 が 互 い に 偏 心 状

態 で 嵌 合 す る 構 造 を 成 し て お り 、 振 動 等 を 受 け て も 緩 み 難 い 構 造 を 成 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ワ イ ヤ ー 連 結 具 ３ ４ は 、 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ の 端 部 相 互 を 連 結 し て 落 下 防 止 用 ワ イ

ヤ ー ３ ３ を ル ー プ 状 に す る 連 結 部 材 で あ る （ 図 １ 参 照 ） 。 こ の ワ イ ヤ ー 連 結 具 ３ ４ は 、 落

下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ の 両 端 部 を 挿 入 す る 挿 入 口 ３ ４ Ａ と 、 該 挿 入 口 ３ ４ Ａ 内 に 挿 入 さ れ

た 各 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ の 側 面 を 圧 着 す る 圧 着 部 ３ ４ Ｂ と を 備 え て い る （ 図 ５ 参 照 ）

。 同 図 に 示 す ワ イ ヤ ー 連 結 具 ３ ４ は 、 ス プ リ ン グ ３ ４ Ｃ の 弾 性 力 を 利 用 し た 圧 着 部 ３ ４ Ｂ

が 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ の 側 面 を 圧 着 す る も の で 、 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ を 両 側 に 向

け て 引 く と 、 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ 側 面 が 圧 着 固 定 さ れ る よ う に 構 成 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 図 ６ に 示 す ワ イ ヤ ー 連 結 具 ３ ４ は 、 従 来 か ら 使 用 さ れ て い る ワ イ ヤ ー ク リ ッ プ と

称 す る 連 結 具 を 示 し て い る 。 こ の ワ イ ヤ ー 連 結 具 ３ ４ で は 、 略 Ｕ 字 形 状 の 挿 入 口 ３ ４ Ａ に

落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ の 両 端 部 を 挿 入 し 、 緊 締 ナ ッ ト ３ ４ Ｄ を 締 め 付 け る こ と で 圧 着 部

３ ４ Ｂ が 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ の 側 面 を 圧 着 す る も の で あ る 。 こ の よ う に 、 ワ イ ヤ ー 連

結 具 ３ ４ の 構 成 や 形 状 は 任 意 に 変 更 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 考 案 で は 、 ル ー プ 状 の 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ で 、 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ を チ ャ ン ネ ル 材

１ ０ 又 は 配 管 Ｑ の い ず れ か 一 方 に 繋 い で 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ 等 の 落 下 を 防 止 す る （ 図 １ 参 照

） 。 若 し く は 、 こ の 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ を チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ と 配 管 Ｑ の 両 方 に 繋 い で

配 管 ク リ ッ プ ２ ０ 等 の 落 下 を 防 止 す る も の で あ る 。 図 示 例 で は チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ の 連 結 孔

１ ２ に 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ を 通 し て 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ を チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ に 繋 ぐ よ う

に 構 成 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ま た 、 チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ に 連 結 孔 １ ２ が 形 成 さ れ て い な い 場 合 に は 、 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ

ー ３ ３ を 配 管 Ｑ に 繋 い だ り 、 チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ 側 面 に 連 結 孔 １ ２ を 開 穿 し て 落 下 防 止 用 ワ

イ ヤ ー ３ ３ を チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ に 繋 い だ り す る こ と も 可 能 で あ る 。 更 に 、 ル ー プ 状 の 落 下

防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ を 配 管 Ｑ に 巻 き 付 け た 場 合 で も 、 チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ や 配 管 ク リ ッ プ ２

０ の 落 下 を 防 止 で き る 。 ま た 、 ル ー プ 状 の 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ で 、 配 管 ク リ ッ プ ２ ０

を 配 管 Ｑ と チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ と の 両 方 に 繋 い だ 状 態 で は 、 よ り 確 実 な 落 下 防 止 効 果 が 得 ら

れ る も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 図 示 例 で は 、 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ を ル ー プ 状 の 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ に て 繋 ぐ 際 に 、 チ

ャ ン ネ ル 材 １ ０ に 固 定 し て い る 配 管 Ｑ を 全 て 囲 む よ う に ２ ヶ 所 の 連 結 孔 １ ２ に 通 し て チ ャ

ン ネ ル 材 １ ０ に 繋 い で い る （ 図 １ 参 照 ） 。 こ の 状 態 で は 、 ル ー プ 状 の 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー

３ ３ で 、 チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ と 共 に 、 全 て の 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ と 配 管 Ｑ と を ま と め て 支 持 す

る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 固 定 ボ ル ト ４ ０ が 緩 ん で チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ が 落 下 し た 場 合 に

は 、 配 管 Ｑ に チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ と 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ が 繋 が っ た 状 態 に な り 、 チ ャ ン ネ ル 材

１ ０ や 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ の 落 下 を 防 止 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ は 、 例 え ば 高 架 道 路 等 の 橋 桁 を 構 成 す る コ ン ク リ ー ト 躯 体 Ｐ に 固 定 さ

れ た チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ に 装 着 す る （ 図 ７ 参 照 ） 。 こ の と き 、 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ を 複 数 個 連

設 す る と 、 連 結 片 ２ ３ に 連 結 し た 連 結 ボ ル ト ３ １ が 直 線 状 に 配 置 さ れ る よ う に 設 け て い る

（ 図 １ 参 照 ） 。 こ の た め 、 各 連 結 ボ ル ト ３ １ の 各 貫 通 孔 ３ １ Ａ が 直 線 状 に 並 ぶ よ う に な り

、 複 数 の 貫 通 孔 ３ １ Ａ を 直 線 状 に 挿 通 し た 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ に て 、 同 時 に 繋 ぐ こ と

が で き る 。 し た が っ て 、 連 設 し た 連 結 ボ ル ト ３ １ の 全 て の 貫 通 孔 ３ １ Ａ に 落 下 防 止 用 ワ イ

ヤ ー ３ ３ を 直 線 状 に 挿 通 す る こ と が 可 能 に な り 、 連 設 し た 複 数 の 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ を 簡 単

に 繋 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 １ に 基 づ い て 本 考 案 の 使 用 手 順 を 説 明 す る と 、 ま ず 、 コ ン ク リ ー ト 躯 体 に 埋 設 し た イ

ン サ ー ト や ア ン カ ー ボ ル ト に 固 定 ボ ル ト ４ ０ を 連 結 し て チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ を 固 定 す る 。 次

に 、 こ の チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ に 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ を 装 着 し 、 こ の 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ と 連 結 固

定 具 ３ ０ で 配 管 Ｑ を 固 定 す る 。 そ し て 、 連 結 ボ ル ト ３ １ の 貫 通 孔 ３ １ Ａ に 落 下 防 止 用 ワ イ

ヤ ー ３ ３ を 挿 通 し 、 こ の 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ を チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ の 連 結 孔 １ ２ に も 挿

通 す る 。 最 後 に 、 ワ イ ヤ ー 連 結 具 ３ ４ に て 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ の 両 端 部 を ル ー プ 状 に

接 続 し 、 こ の ル ー プ 状 の 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー ３ ３ に て 配 管 ク リ ッ プ ２ ０ と チ ャ ン ネ ル 材 １

０ を 繋 ぐ も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 尚 、 本 考 案 の 各 構 成 は 図 示 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 チ ャ ン ネ ル 材 １ ０ や

配 管 ク リ ッ プ ２ ０ 、 連 結 固 定 具 ３ ０ の 形 状 や 寸 法 、 数 等 は 本 考 案 の 要 旨 を 変 更 し な い 範 囲

で 任 意 に 変 更 す る こ と が 可 能 で あ る 。 更 に 、 本 考 案 の 使 用 位 置 も 図 示 例 に 限 定 さ れ る も の

で は な い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 Ｐ 　 コ ン ク リ ー ト 躯 体

　 Ｑ 　 配 管
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１ ０ 　 チ ャ ン ネ ル 材

１ １ 　 リ ッ プ 部

１ ２ 　 連 結 孔

１ ３ 　 固 定 孔

２ ０ 　 配 管 ク リ ッ プ

２ １ 　 係 止 部

２ ２ 　 把 持 部

２ ３ 　 連 結 片

２ ３ Ａ 　 貫 通 孔

３ ０ 　 連 結 固 定 具

３ １ 　 連 結 ボ ル ト

３ １ Ａ 　 貫 通 孔

３ ２ 　 連 結 ナ ッ ト

３ ２ Ａ 　 固 定 ナ ッ ト

３ ２ Ｂ 　 緩 止 ナ ッ ト

３ ３ 　 落 下 防 止 用 ワ イ ヤ ー

３ ４ 　 ワ イ ヤ ー 連 結 具

３ ４ Ａ 　 挿 入 口

３ ４ Ｂ 　 圧 着 部

３ ４ Ｃ 　 ス プ リ ン グ

３ ４ Ｄ 　 緊 締 ナ ッ ト

４ ０ 　 固 定 ボ ル ト

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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